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１．はじめに 
農道の目的の一つとして，農産物を安全かつ円滑

に目的地へ輸送することが挙げられ，そのためには

荷痛みしない程度の平たん性や農業用機械の走行に

耐えられる強度が求められる。しかし，土地改良区

が管理主体である農道の舗装率は約 22%1）と全体の

1/5程度しかなく，圃場内農道（支線農道，耕作道）

が必ずしも満足のいく平たん性や耐久性を有してい

るとは言い難い。一方，平成17年3月に（社）農業

土木学会から発行された「土地改良区事業計画設計

基準・設計（農道） 基準書・技術書」によると，

圃場内農道の舗装設計においても，一般的な道路

舗装と同様に性能規定化の導入が示されており 2），

農家を含む地域住民や農道利用者等の多様なニー

ズに応えるための性能指標の設定等も必要になっ

てくると考えられる。 

図－１ 路面凹凸と加速度（20.9km/h） 
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舗装の維持修繕における要否の判定には一般的

に路面凹凸の標準偏差σが用いられ，一般国道な

どでは道路利用者の乗り心地等を考慮し，σ＝

3.5mm が維持修繕の目安とされている。しかし，

一般国道等とは利用目的の異なる農道舗装において

はσ＝3.5mm を管理目標と設定することは適切では

なく，また路面凹凸量と荷痛みの関係性も明らかに

なっていないのが現状である 3）。 

図－２ 実測値と推測値の波形（鉛直加速度）

そこで，本研究では圃場内農道の性能規定化に資

することを目的として，土砂系舗装の路面凹凸およ

び振動特性の現状評価を行ったので，以下にその結

果を報告する。 
 
２．調査実施農道及び調査概要 
測定対象とした農道は，鳥取大学付属農場内にあ

る昭和42年頃に圃場整備された水田の支線農道（農

道1）と鳥取市徳吉にある昭和45年頃に圃場整備さ

れた水田の支線農道（農道 2,農道 3）である。路面

の状態は，いずれの農道とも土砂系舗装（粘性土ま

じりの砂質土）であり，雑草が繁茂し，わだち掘れ

が生じていた。 
本研究では，これら3つの圃場内農道における土

砂系舗装の路面凹凸と振動特性を評価するために，

路面凹凸はMRP（マルチロード・プロファイラ）を

用いてわだち部の路面プロファイルを測定し，振動

特性は軽トラック荷台中央に加速度計を設置して，

走行速度 10～30km/h における鉛直方向の加速度

（Az）を測定した。なお，農道1では路線を15～25
ｍの間隔で7つに区分し，現状舗装の路面凹凸や振

動特性を測定した後，同7工区を石灰安定処理，石

灰フォームド安定処理などで改良し，改良後の路面

凹凸や振動特性も測定した。 
 
３．圃場内農道における路面凹凸・振動特性 
農道1改良前における路面凹凸および鉛直加速度
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図－３ 実測値と推測値の関係（標準偏差） 図－４ 速度と鉛直加速度の関係 
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（実測値）の測定例を図－１に示す。路面凹凸と振

動特性は類似した波形を示しており，路面凹凸によ

って軽トラック荷台の振動特性が変化していること

が確認できる。次に，同箇所の同速度における鉛直

加速度の実測値とシミュレーションによる推測値の

波形の比較例を図－２に示す。振動特性のシミュレ

ーションソフトは，一般に道路舗装において車両が

受ける振動特性等の解析に用いられている Truck 
Sim4）とした。鉛直加速度の実測値と推測値は，ほ

ぼ同様な波形を示しており，Truck Simにより土砂系

舗装の振動特性を再現できる可能性を見出せた。 
次に，全路線における鉛直加速度の実測値と推測

値の標準偏差の関係について整理したものを図－３

に示す。鉛直加速度の実測値と推測値の標準偏差の

関係は，概ね±1m/s2の範囲内にあるものの，外れる

ものも数点見られた。そこで，各路線における走行

速度と鉛直加速度の関係（図－４参照）や平たん性

および IRI（表－１参照）を求めてみた。いずれの

農道においても実測値，推測値ともに速度に比例し

て鉛直加速度の標準偏差は増大しているが，平たん

性や IRI の標準偏差に拘わらず，鉛直加速度の絶対

値が比較的小さい農道1改良後や農道2，3の推測値

は実測値とよく一致しているのに対し，鉛直加速度

の絶対値が7以上の農道1改良前は，推測値と実測

値の差異が顕著に見られた。このことは，圃場内農

道における土砂系舗装の振動特性を評価する場合，

路面凹凸を平たん性や IRI 等の標準偏差だけで評価

するのではなく，一般の乗り心地とは別な評価指標

の必要性を示唆しているものと考える。 
 
４． おわりに 
 本研究では，圃場内農道における土砂系舗装の路

面プロファイルと振動特性の関係を評価した。その

結果，軽トラック荷台中央の振動特性を既存のシミ

ュレーションソフトにより，ある程度再現できるこ

とが分かった。また，土砂系舗装特有の評価指標の

必要性についても確認できた。今後も，土砂系舗装

の振動特性の検討など，利用者目線での農道に求め

られる性能について検討を進めたいと考えている。 

平たん性（mm） IRI（m/km） 
測定箇所 

個別 平均 個別 平均 
農道1-左 
（改良前）

12.0 18.2 

農道1-右 
（改良前）

11.9 
12.0 

18.0 
18.1 

農道1-左 
（改良後）

6.1 9.9 

農道1-右 
（改良後）

8.3 
7.2 

10.3 
10.2 

農道2-左 16.8 27.4 

農道2-右 15.7 
16.3 

23.4 
25.4 

農道3-左 13.1 23.8 

農道3-右 13.3 
13.2 

22.3 
23.1 

 

表－１ 平たん性および IRI 

※IRIはMRPの路面プロファイルより算出 
（FHWA，Pro VALソフト）5） 
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